
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

 

学 校 名       

 

岐阜県立益田清風高等学校 

 

実 施 期 間 

 

平成２５年１０月２８日（月）～１１月１日（金） 

 

実 施 概 要 

  

 

・下呂市唯一の高校として、この期間の全ての授業、部活動を保護者

及び地域の方々に自由に参観いただけるようにした。 

・下呂市内の中学校（７校）の先生方に授業参観していただける機会

とした。 

・有識者の講演会を実施し、保護者等の参加を可とした。 

 

実 施 内 容 

 

 

 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他  

 

公開の方法 

 □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

 

来 校 者 数 

 

 

 

保 護 者 

 

          ６ 人 
   計      ２５ 人  

 

地域関係者 

 

           １９ 人 

 

実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・６月（概略説明）、１０月（詳細説明）に学校のホームページに案

内を掲載し地域住民及び保護者に案内した。 

・９月中旬～下旬に行われた本校主催の地区懇談会資料に案内を掲載

し、併せて口頭でも保護者に案内した。 

・１０月２３日（水）に全生徒を通して保護者へ案内文書を配布し、

 参加を呼びかけた。また、同日、保護者向けメールマガジン(携帯連

 絡網：約７０％以上加入)にて案内を配信した。 

・期間中は、玄関入口に大きく「益田清風高校 学校開放」の表示を 

し、来校者の受付時に「しおり」（７ﾍﾟｰｼﾞ）を配付した。 

・期間中の１０月２９日（火）には、ＮＰＯ法人小坂２００滝の、熊

﨑潤氏の講演会を実施した。 

・この期間中は、学校開放とともに『第２回公開授業週間』を設定し、

教員の授業交流とした。「言語活動が活発な授業」を意識した公開

授業を実践し、「学習意欲を喚起する授業」「分かる授業」「実践

力をつける授業」（本校の「授業の三本柱」）につなげ、教師の力

量を高める研修に努めた。 

 

成果及び課題 

 

 

 来校した中学の先生方からは「生徒は明るく元気で、授業は、落ち

着いた態度で受けていた」と、保護者からは「校舎が綺麗で、気持ち

の良い挨拶ができる生徒が多い」という印象を話していただけた。 

 課題としては、本校を宣伝する良い機会となるので、特に、市内の

中学生の保護者に案内を出すなどして、地域の方々に本校を知っても

らうように工夫したい。 

  


